
 

 

「ソフトウェア使用許諾契約書」（面的評価支援システム） 

 

本ソフトウェア使用許諾契約書（以下、「本契約書」と略します｡）は、環境省が著作権を

有する「面的評価支援システム」（以下、「本ソフトウェア」と略します。）に対して適用し

ます。 

本契約書は、環境省が本ソフトウェアの利用者（以下、「利用者」と略します。）との間に

締結するための契約書です。 

本ソフトウェアをインストール、複製、使用のいずれかの行為を行うことによって、利用

者は本契約書に記載される全ての条項に拘束されることに同意したものとなります。本契

約書の条件に同意いただけない場合は、本ソフトウェアをインストール、複製、使用するこ

とはできません。 

 

１．使用許諾契約 

使用許諾は、本ソフトウェアの使用を許諾するものであって、本ソフトウェアの所有権を

移転するものではありません。本ソフトウェアを更新する場合は、更新前の面的評価支援シ

ステムの使用許諾契約書での権利は終了し、本ソフトウェアの使用はすべて本契約書の条

件に従うものとします。 

利用者は、本契約書の条件に従うとともに、本ソフトウェアを使用する者に対して本契約

書の条件を周知し遵守させることにより、下記の（１）、（２）に規定する内容の行為を許諾

されます。 

（１）本ソフトウェアを無料で使用すること。 

（２）本ソフトウェアの複製を複数のコンピュータにインストールして使用すること。 

 

２．使用許諾契約の有効期間 

利用者に対する本ソフトウェアの使用許諾は、利用者が本契約書の内容に同意したとみ

なされる時点から発効し、以下の事由により解約されるまで有効となります。解約される場

合は、利用者からの通知、催告を必要としませんが、利用者は本ソフトウェアを破棄するも

のとします。 

（１）利用者が本契約書の条項の一つでも違反した場合 

（２）利用者が本ソフトウェアの使用を停止された場合 

（３）利用者が廃業等により、その存在を失った場合 

 

３．複製、頒布、改変に関する条件と制約 

利用者は、下記の内容の範囲内であれば本ソフトウェアの複製、頒布、改変の行為を許諾

されます。 

（１）利用者は、本ソフトウェアのソースコードを変更しない場合で、本契約書を添付す

る場合に限り、複製又は頒布することができます。 



 

 

（２）利用者は、本ソフトウェアのソースコードを一部変更して新たなソフトウェアとす

ることができます。この場合において、利用者は、本契約書を添付すると共に①から

③に従う場合に限り、複製又は頒布することができます。 

    ① ファイルを変更した旨とその変更日、変更者・変更内容を変更したファイ 

       ル上に明確に表示すること。 

     ② 変更したプログラム上には、適切な著作権が画面に表示されること。 

③ 環境省から変更したソースコード、およびプログラムの提示を求められた場

合は提示すること。 

なお本ソフトウェアのソースコードの詳細は、環境省水・大気環境局モビリティ   

環境対策課（自動車騒音常時監視担当：MENTEKI_HAIHU@env.go.jp）へ、お問い合わ

せ下さい。 

 

４．保証 

（１）本ソフトウェアの使用にあたって、利用者の要請に応じた作業や、特定の場所への

移動により、人件費、旅費、物品の取得費、郵送費用等が発生する場合は、原則とし

て有償により保証します。 

（２）本ソフトウェアの使用によって、利用者の意図された目的が達成されることは保証

しません。 

（３）本ソフトウェアに関して、品質及び機能について、厳重なチェックの上万全をきた

していますが万が一誤動作等の不具合を発見した場合は、環境省へお知らせ下さる

ように、製品の改善に向けてご協力をお願いします。 

 

５．損害に関する免責 

利用者が本ソフトウェアを使用すること及び本ソフトウェアに関わって被ったいかなる

損害も、環境省及び本ソフトウェアの開発者は一切責任を負いません。 

 

以 上 


